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介
護
職
員
数
の
状
況

介
護
職
員
数
の
状
況

　
2
0
2
4
年
7
月
厚
生
労
働
省
は
第
9
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
見
込

み
量
等
に
基
づ
き
都
道
府
県
が
推
計
し
た
介

護
職
員
の
必
要
数
を
集
計
す
る
と
、
2 

0 

2 

6
年
度
に
は
約
2
4
0
万
人
の
介
護
職
員

が
必
要
と
さ
れ
、
約
25
万
人
が
不
足
す
る
と

推
計
。
さ
ら
に
、
2
0
4
0
年
度
に
は
約

2
7
2
万
人
が
必
要
で
約
57
万
人
が
不
足
す

る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
国
に
お
い
て
は
①
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
、

②
多
様
な
人
材
確
保
・
育
成
、
③
離
職
防
止
・

定
着
促
進
・
生
産
性
向
上
、
④
介
護
職
の
魅

力
向
上
、
⑤
外
国
人
材
の
受
入
環
境
整
備
な

ど
、
総
合
的
な
介
護
人
材
確
保
に
取
り
組
む

と
し
て
い
ま
す
。（
資
料
1
参
照
）

実
務
者
研
修
修
了
が

実
務
者
研
修
修
了
が

受
験
資
格
の
必
須
条
件
に

受
験
資
格
の
必
須
条
件
に

　
介
護
福
祉
士
が
登
場
し
た
1
9
8
7
年
当

初
、
資
格
取
得
方
法
は
①
厚
生
労
働
大
臣
が

指
定
し
た
養
成
施
設
（
専
門
学
校
や
大
学
、

短
大
）
を
卒
業
す
る
、
ま
た
は
②
3
年
以
上

介
護
等
の
業
務
に
従
事
し
た
者
等
が
介
護
福

祉
士
国
家
試
験
に
合
格
す
る
方
法
の
2
つ
で

し
た
。

　
そ
し
て
、
2
0
0
0
年
に
介
護
保
険
が
ス

タ
ー
ト
し
、
厚
生
労
働
省
が
初
め
て
「
介
護

人
材
不
足
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
は

2
0
1
4
年
の
こ
と
で
す
。
わ
ず
か
14
年
で

全
国
的
に
離
職
者
が
増
加
し
、「
介
護
人
材
不

足
」
と
言
う
言
葉
が
頻
繁
に
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
よ

り
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
持
つ
人
材
の
育

成
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
2
0
1
6

年
に
は
介
護
現
場
に
お
け
る
ケ
ア
の
質
の
向

上
を
目
的
と
し
た
「
実
務
者
研
修
」
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
務
者
研
修
は

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
情
報
収
集
か
ら
課
題
の
抽

出
）
か
ら
個
別
介
護
計
画
作
成
」
の
介
護
過

程
Ⅲ
と
「
喀
痰
吸
引
・
経
管
栄
養
手
技
」
の

医
療
的
ケ
ア
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
ス
キ
ル

を
学
ぶ
場
と
さ
れ
、「
実
務
者
研
修
修
了
」
が

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格
の
必
須
条

件
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

10
年
目
を
迎
え
る
帰
巖
会
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
通
信
課
程

主
催
　
帰
巖
会
通
所
事
業
　
介
護
課
長
　 

安
部
　
雅
也

2022年度
（令和４年度）

2026年度
（令和８年度）

第９期計画期間（2024～2026） 第10期計画期間（2027～2029）

約215万人

約240万人 ～ ～
～ ～

2040年度
（令和22年度）

～～ ～～

～ ～

第９期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について

注１）2022年度（令和４年度）の介護職員数約215万人は、「令和４年介護サービス施設・事業所調査」による。
注２）介護職員の必要数（約 240 万人・272 万人）については、足下の介護職員数を約 215 万人として、市町村により第９期介護保

険事業計画に位置付けられたサービス見込み量（総合事業を含む）等に基づく都道府県による推計値を集計したもの。
注３）介護職員の必要数は、介護保険給付の対象となる介護サービス事業所、介護保険施設に従事する介護職員の必要数に、介護予防・

日常生活支援総合事業のうち従前の介護予防訪問介護等に相当するサービスに従事する介護職員の必要数を加えたもの。

○ 　第９期介護保険事業計画の介護サービス見込み量等に基づき、都道府県が推計した介護職員の必要数を集計すると、
　　・ 2026年度には約２４０万人（＋約２５万人（6.3万人/年））
　　・ 2040年度には約２７２万人（＋約５７万人（3.2万人/年））
　となった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（ ）内は2022年度（約215万人）比
○ 　国においては、①介護職員の処遇改善、②多様な人材の確保・育成、③離職防止・定着促進・生産性向上、
　④介護職の魅力向上、⑤外国人材の受入環境整備など総合的な介護人材確保対策に取り組む。

約
25
万
人

約
57
万
人看護職

員の必
要数

約272万人

資料1）厚生労働省「第９期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について（令和6年7月12日）別紙1」より引用
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帰
巖
会
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

帰
巖
会
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

通
信
課
程
を
開
校

通
信
課
程
を
開
校

　
帰
巖
会
は
2
0
1
7
年
に
臼
杵
病
院
や
有

料
老
人
ホ
ー
ム
竹
あ
か
り
な
ど
の
臼
杵
事
業

を
展
開
し
ま
し
た
。
立
ち
上
げ
準
備
を
す
す

め
る
な
か
、「
人
材
確
保
に
非
常
に
苦
慮
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
通
常
の
求
人
募
集
だ
け
で

は
到
底
、
人
材
確
保
を
す
る
の
は
困
難
な
時

代
に
な
る
と
感
じ
た
。」
と
、
当
時
の
介
護
事

業
部
長
は
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
介
護
人
材
確
保
、
定
着
促
進
・
離
職
防

止
対
策
を
ど
う
す
る
か
。

　
そ
こ
で
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
が
必
要
と

さ
れ
る
中
に
お
い
て
、
未
経
験
者
や
無
資
格

者
の
介
護
業
界
参
入
を
促
進
し
、
自
法
人
で

有
資
格
者
を
育
成
す
る
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
の
強
化
」
と
し
て
、

2
0
1
8
年
「
帰
巖
会
介
護
福
祉
士
実
務
者

研
修
通
信
課
程
」
を
開
校
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
豊
後
大
野
市
内
に
は
研
修
施
設
が

な
く
、
受
講
す
る
た
め
に
は
大
分
市
ま
で
行

く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
受
講
者
は

仕
事
を
し
な
が
ら
学
ぶ
た
め
、「
仕
事
と
学
習

の
両
立
」
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
通
信
学
習
（
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
を
導
入
し
、

通
学
学
習
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
は
全
日
程
8

日
間
を
す
べ
て
日
曜
日
に
設
定
す
る
な
ど
、

働
き
な
が
ら
受
講
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま

し
た
。
ま
た
、
費
用
面
で
は
大
分
県
社
会
福

祉
協
議
会
の
貸
付
金
制
度
（
資
格
取
得
後
、

県
内
の
介
護
施
設
で
2
年
以
上
就
労
す
れ
ば

返
済
免
除
）
を
活
用
す
れ
ば
実
質
0
円
で
受

講
で
き
ま
す
。

受
講
者
の
声

受
講
者
の
声

　
「
地
元
で
通
学
で
き
た
の
で
通
学
時
間
が
短

く
助
か
っ
た
」

　
「
日
曜
日
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
仕
事
と
両
立

で
き
た
」

　
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
の
で
自
宅
で
マ
イ
ペ
ー

ス
で
学
習
で
き
た
」

　
「
初
心
者
で
し
た
が
、
介
護
の
実
技
を
学
び

自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

　
「
同
僚
や
知
人
に
も
勧
め
た
い
」

　
と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
学
び

や
す
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
同
一
施
設
か
ら
「
昨
年
受
講
し
た
先

輩
に
勧
め
ら
れ
た
」
と
複
数
名
の
申
込
み
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

介
護
人
材
育
成
と
地
域
貢
献

介
護
人
材
育
成
と
地
域
貢
献

　
開
校
当
初
か
ら
帰
巖
会
の
職
員
の
み
な
ら

ず
、
竹
田
市
、
臼
杵
市
、
佐
伯
市
の
事
業
所

か
ら
も
申
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
分

野
、
医
療
機
関
な
ど
合
わ
せ
て
20
の
事
業
所

か
ら
27
名
が
受
講
を
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
1

参
照
）

　
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
障
害
分

野
や
訪
問
介
護
事
業
所
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
事

業
体
の
受
講
者
が
い
る
た
め
、
ひ
と
こ
と
で

介
護
職
と
い
っ
て
も
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問

サ
ー
ビ
ス
で
視
点
の
違
い
が
あ
っ
た
り
、
新

た
な
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
外
国
人
人

材
の
指
導
や
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
な
ど

各
施
設
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換
が

で
き
る
な
ど
、
受
講
者
間
の
交
流
も
魅
力
の

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
に
自
法
人
の
人
材
育
成
か
ら

始
ま
っ
た
帰
巖
会
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

通
信
課
程
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
帰
巖
会
職

員
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
受
講
者
の
声
が
次

の
受
講
者
へ
と
つ
な
が
り
「
地
域
に
お
け
る

介
護
人
材
育
成
」
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

1010
年
目
を
迎
え
て

年
目
を
迎
え
て

　

来
年
は
開
校
か
ら
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
受
講
者
は
75
名
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
7
名
が
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
合

格
に
向
け
て
学
び
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進
み
、
介
護
人

材
の
確
保
が
一
層
課
題
と
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
な
か
、
こ
の
豊
肥
地
域
に
お
い
て
も
、

人
材
不
足
に
よ
る
介
護
福
祉
施
設
の
縮
小
や

閉
鎖
の
話
を
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
地
域

福
祉
を
支
え
る
人
材
育
成
の
取
り
組
み
を
継

続
す
る
こ
と
の
意
味
が
、
よ
り
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
、
当
会
の
実
務
者
研
修

を
経
て
、
多
く
の
方
が
介
護
福
祉
士
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
て
き

た
学
び
と
経
験
を
、
次
の
10
年
へ
と
つ
な
い

で
い
く
こ
と
が
、
新
た
な
役
目
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
「
地
域
福
祉

を
支
え
る
人
材
育
成
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

表1　地域事業所数
種　別 事業所数 受講者数

特別養護老人ホーム 4 6
介護老人保健施設 1 2
有料老人ホーム 4 5
通所リハビリ 1 1
デイサービス 2 2
訪問介護 1 1
障害分野 4 7
医療機関 3 3

合　計 20 27

歩行介助のロールプレイ演習医療的ケアの喀痰吸引手技練習

３



泌尿器科、人工透析に長年携わり、その経
験を生かして「椎迫泌尿器科クリニック」を
開業された岩下光一院長。これまでの歩み
や今後の医療に対する思いについてお話を
伺いました。

医師を志したきっかけ
宮崎県西都市出身。高校卒業後、熊本大
学工学部機械科に入学されました。３年間
の学生生活を送る中で、「人のためになる仕
事がしたい」と思うようになり、医師を志す
ことになったそうです。周囲からは「休学し
て受験をしたらどうか」と勧められたそうで
すが、その助言を振り切って大学を退学。
その半年後に医学部を受験し、見事合格さ
れました。工学部で取得した３年間の単位
は全てなくなり、まさにゼロからのスタート。
それでも「医師になる」という思いを胸に、
医学の道を歩み始めました。
師事していた教授が大分医科大学泌尿器
科の教授に就任されたことを機に、大分医
科大学（現・大分大学医学部）付属病院泌
尿器科に入局されました。その後、大分赤
十字病院、医療法人恵愛会中村病院での
勤務を経て、2005年に開業されました。

現在は泌尿器科を専門とし、人工透析（血
液透析・腹膜透析）の診療にも携わってお
られます。

休日の過ごし方
月曜日から土曜日まで診療されており、お
休みは日曜日だけ。そんな多忙な日々を送
る一方で休日には朝・昼・夕と３食の食事
を用意されているそうです。
料理は中華、和食、洋食とジャンルを問わ
ず、自ら買い物に出かけ食材を選び料理を
されるとのこと。「自分が作った料理に、家
族が満足しているかどうかは分かりません
が、みんな美味しく食べてくれているので、
いいのかなと思っています」と笑顔で話さ
れます。「料理をする事が、日頃のストレス
解消になっているのかもしれません」とも話
されていました。多忙な日々の中でも家族
との時間を大切にされていることから温か
いお人柄がうかがえます。

岩下医師が考える、これからの医療
長年、遠方から通ってくださる透析患者さ
んや夜間透析をされている方など、患者さ
んの状況や事情はさまざまです。年齢を重

ね、通院が困難になってきた高齢の患者さ
んに対しては送迎を行っているそうです。
「自分に出来ることは何かを考え、その時々
に応じて対応していきたい」そう話す岩下
先生。患者さんの病気だけを診るのではな
く、それぞれの生活や環境にも目を向けな
がら診療する。「患者さん一人ひとりに向き
合い、その方の生活に合った治療法を提供
していきたいと思っています」
その言葉から、地域の医療を支える医師と
しての温かな姿勢が伝わってきます。

※�11月１日に合併し帰巖会の一員としてご
活躍いただきます。詳しくは令和９年１月
発行分に掲載しますのでご期待ください。

社会医療法人帰巖会  広報誌「かわら版」 vol.108　2026年11月発行　●企画・発行　社会医療法人帰巖会　https://www.kigankai.or.jp/

帰巖会みえ病院
〒879-7111
豊後大野市三重町赤嶺1250番地1
TEL : 0974-22-2222

介護老人保健施設 泉の里
〒879-7111
豊後大野市三重町赤嶺1254番地1
TEL : 0974-22-7885

ケアホーム青いみちIKI本館
〒879-7111
豊後大野市三重町赤嶺1259番地
TEL : 0974-26-4170

ケアホーム青いみち
IKIおれんじ館
〒879-7111
豊後大野市三重町赤嶺1259番地
TEL : 0974-22-0102

あさじ町クリニック
〒879-6222
豊後大野市朝地町朝地906番地７
TEL : 0974-64-1234

清川巡回診療所
〒879-6903
豊後大野市清川町砂田1877番地3
TEL : 0974-35-3561

豊後大野エリア 臼杵・大分エリア

臼杵病院
〒875-0023
臼杵市江無田1154番地1
TEL : 0972-83-8100

ケアホーム竹あかり
〒875-0023
臼杵市江無田1154番地1
TEL : 0972-83-8110

大嶋医院
〒879-7501
大分市竹中2666番地
TEL : 097-597-0015

人から人へ襷で繋がっていく

椎迫泌尿器科クリニック　　

� 　院長　岩下　光一 氏

①クレジット端末にタッチ決済機能を追加
　�従来はクレジットカードを端末に差し込みを行う

方式でしたが、新しい端末に更新することによ
り、クレジットカードをかざすタッチ決済が可能
となります。(タッチ決済機能付きのクレジット
カードのみ対応可)

②電子マネー決済機能の追加
　�クレジットカード以外にWAON･ 

nanacoや交通系電子マネー Suica
での支払が可能になります。

③ＱＲコード決済（PayPay）
　�8月よりQRコード決済(PayPay)

を導入しています。

椎迫泌尿器科クリニック
〒870-0030
大分市大字三芳1055番地の2
TEL: 097-573-5686

みえ病院・臼杵病院では、病院窓口でのお支払いをより便利にご利用いただけるよう、決済方法を拡充しました

新たにご利用いただけるお支払方法

お支払い方法や手続きについてご不明な点がございましたら、会計窓口の職員までお気軽に
お声がけください。
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